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Abstract

Weinvestigatedthesimilarityoftheingestionsituationofthefoodofamotheranditschildfortheparentand

child(from3to6yearsold)inametropolitanareacertainkindergartenandexaminedtherelevance・AndWe

obtainedthefollowingresultsbygraspingtheflavortasteofparentsandachildandexaminatingthedesirable

foodaction

・Significantdi症rencesareacceptedinvestigationitemstoabout90％,whichisbe41itemsofthe46itemsand

40ofthemitemsareinagreementbyparentandchild.

・Thel7itemswhich''doeat'！bybothparentsandachildandThe23items(57.5％)which''donoteat”

・Aboutthetaste,takinginbyneitherparentsnorachildwereacidity:3items,bittertaste:3items,andtaste:2

items

・Thereweremanycandidateswhoanswered''donoteat''friedfoodsandchoppedfished,etconacooking

form.

･Aboutthissurveysubjects,nuclearfamilyis87,5％,themajorityofmothersarefUll-tmehousewifes,Therising

timewasthelevelof7andthesleepingtimewaslevelsof21Anditwasalwaystogetherwithparents.

I目的

近年、子どもを取り巻く環境の変化は、幼児期の子

どもにも朝食の欠食や間食に配慮した与え方が問題視

され1)、心身の発育・発達の著しく、この時期の栄養

状態がその後の成長・発達にも影響する重要な臨界期

である。また、この時期の食生活習・慣が基礎を形成す

るため、食習慣・食噌好は、将来の健康に影響を及ぼ

すと言われている。

幼児期の子どもの生活の場は、多くが家庭を主体に

営まれている。そのため、食生活に関する噌好や食行

動は、保護者、特に母親の食物選択や食習‘慣が影響を

及ぼすのが大きいと思われる。

これらの背景から､母親の偏った考えや食物選択は、

幼児期からの望ましい食習'慣・食噌好を身につけるこ

とを困難にさせると思われる。

そこで、本研究では、母親と子どもの食べ物の摂取

状況の類似性を調査し、その関連性について検討する

ことで、親と子の食味噌好を把握し、望ましい食行動

のあり方を検討した。

Ⅱ調査方法

平成24年3月に都内某幼稚園を通じ、アンケート

調査を行った。対象者は126名の園児の親と子(3歳

から6歳まで）で、留置き法により実施した。そのう

ち、有効回答数は56名（44.4％）であった。

Ⅲ調査内容・分析方法

調査項目は表1に示すとおりである。料理と食品の

摂取状況については、親と子のそれぞれの摂取の有無

を調査した。

子どもの食欲については、親の年齢を最頻値の35

歳で2群に区分し、親の年齢が子どもの食欲に影響を

及ぼしているかを検討した。

親と子と食品の摂取頻度は、5段階（よく食べる．
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食べる・どちらともいえない．あまり食べない．食べ

たことがない）を設定し回答させ、親子の食べ方の相

違を“よく食べる”・“食べる”を「食べる群｣、“どち

らともいえない”・“あまり食べない”・“食べたことが

ないを”「食べない群」の2群に区分し、分析は、統

計解析ソフトSPSSver.19.0forwindowsを用い、有

意水準は5％とした。各食品摂取の有無、親子の摂取

状況の違いはX2検定を用いた。

2）親子の生活状況について

図3に示す通り、家族構成は夫婦と子どもの核家族

が約90％で、その中でも、夫婦と子ども2人の家族

が全体の53.6％を占めていた。

夕食の子どもとの共食者は、母親とは100％だった

が、父親とは17.9％とわずかだった。

図4に示す通り、子どもの起床時間は7時台が

78.6％と多く、就寝は20～21時台で約8割を占めて

いた。平均睡眠時間は10時間16分±19分であった。

親が気になる子どもの健康状態については、複数回

答として、“全くない,，と回答した人が21人（37.5%）

に対して､"1～2項目”と回答した人が29人（51.8%）

であった。中でも肌がカサカサと回答した人は15人

(26.8%）で最も多かった。

表1調査項目

夫婦十子ども2人

夫婦十子ども1人

夫婦十子ども3人

夫婦＋子ども2人十祖・・

夫婦十子ども4人十祖・・

夫婦十子ども1人十祖.‘

夫蝿十子ども4人

’53．6（格

’21.4％

弓~－110.7％

ﾛ■■■■8.9％

■1.8％

コユ‘8％

コユ.8％

Ⅳ結果

1）対象者の概要

図1に示すとおり、親の年齢は35歳～39歳が

30.4％と最も多く、平均は35.7歳だった。

記入者の‘性別は女'性が98％であった。

記入者の就業状況は、図2に示す通り、専業主婦が

47名(83.6%)､非常勤勤務(パート勤務)が8名(14.5%)、

常勤勤務が1名（1.8%)であり､専業主婦が最も多かっ

た。

図3家族構成

Plll－一
一
一

０
０
０

０
０
０

由
●
ｂ
ｅ
ｐ
■

８
７
６

P
一
一
一
一

０
０
０
０

０
０
０
３

④
。
。
。
。
①
ｃ
４

Ｚ
１
０
９

２
２
２
１

ー~､一一一一i

1
平均睡

10時間1

堤時問

う±19分

ー ’
［

■…｜｜｜｜
卜111’1

卜111｜’

0％20％40％60％80％

図4子どもの起床時間と就寝時間

100％

上
歳
歳
歳
歳

以
“
調
弧
泊

歳
一
一
一
一

５
０
５
０

４
４
３
３

'48､6％

30.4

.6％

％

3）親の年齢区分による子どもの食欲との関連

表3に示すとおり、回答者（親）の年齢を最頻値の

35歳で2群に区分し、子どもの食欲について比較し、

35歳未満の親では“食欲あり”の子どもが19人中11

人（57.9％）で、一方35歳以上の親では37人中23人

(37.8%）と低くなり、若い世代の親のほうが食欲のあ

る子どもが多かった。

4）親子間における料理や食品の摂取状況

料理や食品は田口ら2)の調査品目を参考に46品目

を設定し、親と子どもそれぞれの食べる状況について

調査を行った。親と子の摂取状況は46品目中41品目

について有意差が認められた。（表2）

有意差が認められなかったものは、チョコレート、

トマト、ヨーグルl､、ゴーヤ、山菜の5品目であった。
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図1記入者の年齢構成割合

常勤
2％

非常勤勤務

(パート勤務）
14％

専蒙主蹄
84淵

図2親の就業状況
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調査項目

①親と子の年齢と家族構成

②記入者の就業状況

③子どもが平日の夕食を一緒に食べる人

④子どもの平日の起床時間｡就寝時間

⑤日ごろの子どもの健康状態

⑥子どもの食欲

⑦親と子の料理と食品の摂取状況



緑茶、ピーマン）と多く、うま味は2品目（昆布だし、

煮干しだし）が出現していた。

表2親子間における料理や食品の摂取状況

V考察

調査対象者は、核家族が87.5％とほとんどを占め、

母親は大部分が専業主婦、子どもとの夕食は母親が一

緒で、他の調査3)と同様であった。多くの報告4～6）

からも、母親の食行動や食意識などが子どもの食行動

等に大きな影響を与えていることが言える。起床時刻

は7時台、就寝時刻は21時台が多く、保育所に通園

している幼児に比べて、起床時刻が遅く就寝時刻が早

い傾向であった。しかし、今回の対象園児の平均睡眠

時間は10時間16分±19分で、他の調査結果:と比

べて差異はなかった。しかし、保育所に通園している

幼児に比べて起床時刻が遅く、就寝時刻が早い傾向で

あった。食事援助の対応については大きな違いがない

との報告4)から、環境は違っていても幼児期に対す

る食教育の考え方は同じであることが予想される。

今回の調査では、親の年齢が低いほど子どもの食欲

が高い傾向であったが、真名子らの報告8)によると、

朝食・夕食における食欲のない幼児は、疲労症状・不

定愁訴の関連が認められ、それによる生活時間の乱れ

による負の食生活行動が身についてしまうため、将来

の健康状態に影響すると思われる。食欲は、食噌好の

みに影響されるのではなく、食事をするときの気分、

健康状態や生活リズムなどを含めたさまざまな状況に

影響を受けていることが明らかになっている9)。子ど

もに望ましい食習’償や食噌好等を習得させるには、ま

ず子どもの「食欲」が重要になってくるであろう。

親子の食物の摂取有無は、調査品目の46品目中41

品目と約90％に有意差が認められたが、そのうち40

品目が親子で一致している。その中で甘'床や塩味は比

較的親子共に摂取し料理形態では蒸し物、揚げ物、煮

物である。親子共に食べない品目は23品目と57.5％

に達し、酸味や苦味については、酸味の5品目（酢・

レモン･すだち味､すし酢､梅干)、苦味の3品目（ゴー

ヤ、緑茶、ピーマン）と多く、うま味は2品目（昆布

だし、煮干しだし）が出現している。さらに料理形態

では妙め物.和え物など食べないと回答している。

酸味と苦味については、田口ら2）も親子の噌好が嫌

いとの相関が認められているため、同様と推測した。

また18～29か月児の塩味感受性の間のみ食生活と

有意な関連性が認められた報告7）もあり、幼児期で

の家庭においての食事が味覚感受‘性に少なからず影響

』

n.s:p≧､05
＊
:p<.05

*＊：p<､01

....p<・OO1
a：イエーツ修正

A:親･子食べる

B:親･子食べない

c:親食べる､子食べない

D曹親食べない､子食べる

有意差が認められた41品目中、40品目で親子の摂取

の有無が一致した。その中で甘味や塩味は比較的親子

共に摂取し料理形態では蒸し物、揚げ物、煮物であっ

た。親子共に食べない品目は23品目と575％に達し、

酸味や苦味については、酸味の5品目（酢・レモン・

すだち1床、すし酢、梅干)、苦味の3品目（ゴーヤ、
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を及ぼしていることが示唆される。

親子とも摂取しない妙め物．和え物は、一般的には、

洗った食材を切り、それを複数の調味料を加えて味の

調整をして料理としている。しかし、「○○の素」と

いった複合調味料が発売され、簡便に料理が出来上が

り、食卓に並べられるようになったが、フライパンや

鍋・ボール等の調理器具を使用するため、さらに、片

付けの手間があると考えられる。同様に蒸し物、揚げ

物は、調理過程が複雑で、調理器具を多く使うことが

多いと思われるが、親子とも摂取していた。

近年、惣菜の販売状況は著しく進歩し、コンビニで

さえ入手可能である。そのため、調理作業の必要がな

く、調味料の調整をしなくて済む惣菜の利用頻度が高

くなってきていると推測される。また、冷凍食品も、

既に「揚げる｣、「蒸す」等の調理過程を経ない出来合

い料理の種類が豊富になってきた。そのため、調理操

作の複雑なはずの蒸し物、揚げ物の摂取は、惣菜・出

来合い料理を電子レンジ・オーブントースターで解

凍.温めて料理とする傾向の結果ではないかと推察さ

れる。

「外食産業市場規模推計値について」によれば、

2011年の外食産業市場規模は、東日本大地震の影響

などを受けて、外食支出費が減少していると報告して

いる。しかし、その給食主体部門のうち、飲食店、食

堂・レストラン、ファーストフード等の市場規模は前

年に比べて減少しているが、惣菜店などテイクアウト

市場は1.4%(6兆2979億円）増加している。これは、

長引く不況の影響を受け、消費者が節約志向を強める

中、外食を控え、惣菜を購入していることも考えられ

る。また、あるスーパーでは､惣菜をビジネスとして、

内容もいわゆる価格・品揃え、品質、利便性を追求し

た商品の開発を強化し、コロッケや唐揚げの他､煮物、

汁物等の内容がバラエティーに富んだ品揃え、低価格

で提供している。売上高も「コロッケ｣､｢鶏の唐揚げ」

は上位'0)で、家庭で調理しなくなる時代が到来して

おり、本調査対象の親子の摂取状況が裏付ける。

このようなことから母親の食物や料理選択が偏って

いる傾向が考えられ､それが親子両方の食体験を狭め、

ひいては、幼児の噌好形成や栄養状態に少なからず影

響することが危倶されると思われる。

塩原11)らは、親は‘‘食事は大切だと思われるが、

気配り心くばりがおろそかになりやすい”と反省する

親が多く、理想と現実の差を感じる親が多いことを報

告している。間食の与え方も乳幼児栄養調査では5年

前に比べ、子どもが欲しがるだけ与える親が多く、今

回の調査でも甘味の"あめ･キャンデー"､アイスクリー

ムなどは、親が食べるため子どもも“食べる”回答が

多い。

伏木12)は噌好は遺伝しないと述べている。また、

幼児期の食の体験を豊富にすることで食噌好力堀りり込

まれるため､食噌好は放置すれば一世代で終わる反面、

次世代までに繋がる可能性が高いことから、幼い頃の

食体験や親子の食教育が重要である。

親子とも摂取しない料理として、洋風・和風・中華

料理が挙げられていたが、料理の組合せは、今まで区

分されてきた代表的な日本・西洋・中国料理の大枠で

捉えて回答していたのではないかと思われる。

今後は具体的な料理名を挙げ、さらに料理器具・調

理操作方法について回答させることも必要であろう。

青年女子を対象とした最近の調査によると、食べる

側からみて食事担当者が何を配慮しながら夕食を作っ

ていたと思うかという質問に、味（おいしさ）84.9％、

栄養のバランス60.2％、空腹を満たす43.0％、経済的

かどうか35.5％、好き嫌い32.2％の結果が報告されて

いる13)。味に対する過剰な偏りと、3割もの子ども

が好き嫌いに配慮するという親の食に対する消極的態

度を認識しており、これは食事担当者自身が幼い頃調

理済み食品を多く摂取し、子どもにもベビーフードや

外食の多用をすることで身に付くといわれる14)。

このような幼児期の望ましくない食事の摂り方の継

続が、大学生の朝食の欠食や夜食の食習慣や日常生活

のリズムを崩している。さらに食事観やそれに対する

自尊感情、親子関係と関連する14)という結果からも、

近い将来母になる学生に対する望ましい知識の教育が

必要であろう。
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